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論文審査の要旨 

 

本研究では、大腿骨近位部骨折術後翌日から独自のリハビリテーションプログラムを用

いて治療を行い、筋量や日常生活動作能力に与える影響を検討した。対象は、手術加療

と 6 週間以上のリハビリテーション治療を行った 65 歳以上の大腿骨近位部骨折患者と

し、診療録を参照し過去を起点とした前向き研究を行った。リハビリテーションプログ

ラムは神経筋電気刺激、早期離床訓練を特徴としていた。アウトカムは術後 1週と 6週

の体組成、筋力、日常生活動作・歩行能力であった。17名を調査し、下肢骨格筋量、健

側・患側の膝伸展筋力、日常生活動作能力が有意に増加し、上肢骨格筋量と体重は有意

に減少していた。また、全身骨格筋量と脂肪量は有意な差がなかった。さらに、47.1%は

受傷前よりも歩行能力が悪化していた。公聴会においては、神経筋電気刺激の根拠など

について問われ、過去の文献を引用しながら適切に回答された。また、手術の術式によ

る結果の違いの有無、健側の筋力の改善の意義、上肢筋量低下の臨床的意義、異化亢進

の可能性及び将来的な強化栄養療法の展望が質問され、本研究のデータを基盤に適切な

回答と展望が述べられた。本研究は高齢の大腿骨近位部骨折術後、下肢骨格筋量を増加

させるリハビリテーションプログラムを詳細に示したという点において、本領域のさら

なる発展に寄与するものと評価され、主論文の内容と公聴会での質疑応答および参考論

文と合わせて、審査委員のすべてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であ

ると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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